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武田信玄に命じられて出された朱印状
白羽神社の社宝となっている武田家朱印状。朱
印状は３通あり、甲斐の武田氏がこの地を治めよ
うとして発給した文書です。
今回紹介するのは「信玄印判状」です。武田信玄
が駿河国へ進攻を開始してから５年目の元亀３年
（1572年）10月14日、武田家が奉行職の市河宮内助
に命じて土屋豊前守貞綱へ出させたものです。
信玄は元亀３年（1572年）10月３日、甲府を出発
し、伊那谷、天竜川沿いに下って遠江に侵入しま
した。信玄の勢いに徳川家康の領地であった白羽
の神主ならびに二の禰

ね
宜
ぎ
は、白羽神社を一時離れ

て退去しました。しかし「これまでの逃亡生活は許
すので早く白羽神社に帰り住んで、白羽神社の祭

さい

祀
し
などを従前のように執り行うべきである」と、信
玄が命じます。それを受け、市河宮内助が信玄の
意を体してぜひそうしてほしいと、この地を治め
る武田水軍の将である土屋豊前守貞綱に伝えた重
要な文書です。
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。
そ
の

96
㌫
は「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い

廃
棄
物
」と「
放
射
性
廃
棄
物
と
し

て
扱
う
必
要
が
な
い
廃
棄
物（
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
物
）」で
、
残
り
の
4

㌫
が「
低
レ
ベ
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ベ
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ベ
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ベ
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。
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薬
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図
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出
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去
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０
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０
０
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搬
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ア
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で
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認
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一
般
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と
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て
再

利
用
ま
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。
市
で
は
、
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解
体
廃

棄
物
へ
の
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民
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が
さ
ら
に
深

ま
る
よ
う
中
部
電
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㈱
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求
め
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い
き
ま
す
。
次
回
は
、「
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
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度
」
に
つ
い
て
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。

信玄印判状【元亀3年（1572年）】

「信玄印判状」書き下し文

御前崎市指定有形文化財
武田家朱印状

▲廃止措置で発生する解体撤去物の割合

全体物量
合計

約45万トン

低レベル放射性廃棄物
約4％（約2万トン）

クリアランス物
（再利用可能な　
　解体撤去物）
約17％

（約8万トン）

放射性廃棄物でない物
約78％

（約35万トン）
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